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ぼ く と わ た し の 絵

パ
パ
と
マ
マ
と
き
り
ゅ
う
と
マ
ジ
ェ
コ
。

み
ん
な
で
サ
ッ
カ
ー
し
て
帰
る
と
こ
だ

よ
。
パ
パ
が
運
転
し
て
、
マ
マ
は
前
を

み
て
俺
は
ゲ
ー
ム
し
て
る
ん
だ
よ
、
車

の
中
で
は
。
す
っ
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

古
川
　
輝
龍
く
ん（
さ
く
ら
組
）

ぶ
ど
う
と
キ
ノ
コ
と
く
ま
と
オ
レ

ン
ジ
を
描
い
た
よ
。
み
ー
ん
な
好

き
な
物
な
の
。
そ
の
中
で
も
一
番

好
き
な
の
は
ぶ
ど
う
。
オ
レ
ン
ジ

は
す
っ
ぱ
く
て
も
食
べ
れ
る
よ
。

海
野
　
紅
羽
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

き
り
ゅ
う

ふ
る
か
わ

く
れ
は

う
み
の

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

14

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

睦
 月

12
月

福
  山
　
佳
  織

ち
ゃ
ん

Ｈ
23
・
６
・
14
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
重
義

（
マ
マ
）
ジ
ェ
シ
カ

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

パ
パ
　
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気

で
、
21
00
年
オ
ー
バ
ー

マ
マ
　
Go
od
 H
ea
lth
 L
on
g 
Lif
e

１
月

人
の
動
き

男
　
1,
39
9人
（
－
５
人
）

女
　
1,
48
0人
（
－
７
人
）

計
　
2,
87
9人
（
－
12
人
）

世
帯
数
94
9世
帯（
±
０
世
帯
）

（
平
成
24
年
11
月
30
日
現
在
）
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DECEMBER

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
25
年

ガ
ー
ネ
ッ
ト（
柘
榴
石
）

̶
 友
情
・
忠
実
 ̶

誕
生
石

む
つ
き

Ja
nu
ar
y

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
３
年
１
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

美
郷
館
・
新
郷
診
療
所

ふ
く

や
ま

か
お
り

日
曜
●
元
旦

1
火

官
庁
仕
事
始
め
　
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

4
金
消
防
団
出
初
式

6
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

7
月
行
政
相
談

9
水
が
ん
検
診
・
婦
人
科
検
診
（
～
11
日
）　
特
定
健
診
（
～
12
日
）

10
木

資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日
　
健
診
結
果
説
明
会

11
金
平
成
25
年
新
郷
村
新
春
の
集
い

12
土
●
成
人
の
日

14
月
３
学
期
始
業

15
火
特
定
健
診
（
～
19
日
）

17
木
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

18
金
乳
児
・
１
歳
６
ヵ
月
・
２
歳
児
健
診

村
民
憲
章
推
進
大
会
  兼
  生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

19
土
新
郷
温
泉
館
休
館
日

21
月
特
定
健
診
（
～
26
日
）

24
木
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日
　
村
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

25
金
新
郷
温
泉
館
休
館
日

28
月
献
血

29
火
国
民
健
康
保
険
税
普
通
徴
収
第
４
期
納
期
限

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
第
４
期
納
期
限

31
木
後
期
保
険
料
普
通
徴
収
第
４
期
納
期
限

特
定
健
診
（
～
２
月
２
日
）

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

11月30日　ホワイトイルミネーション点灯式（関連記事は２ページ）11月30日　ホワイトイルミネーション点灯式（関連記事は２ページ）

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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　「
し
ん
ご
う
ク
リ

ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
２
」（
同
実
行
委

員
会
等
主
催
）
が
12

月
９
日
、
美
郷
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
は
３
部

構
成
。
２
部
の
開
会

式
で
は
須
藤
村
長
が

「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
光
は
、
村
の
希

望
の
光
。
県
内
に
誇

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
発

展
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
お
祝
い
の

言
葉
。

　
会
場
は
家
族
連
れ

で
大
賑
わ
い
。
ち
び

っ
こ
広
場
や
福
引
き

抽
選
会
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
保
育
園
児
、
小

中
学
校
の
児
童
・
生

徒
に
よ
る
踊
り
や

歌
、
獣
医
の
佐
藤
昌

智
さ
ん
（
中
野
平
）

が
所
属
す
る
バ
ン
ド

「
３×

３
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」
の
シ
ョ

ー
な
ど
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
様
々
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
歓
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
３
部
で
は
三
人

の
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
。
大
き
な

袋
か
ら
子
ど
も
達
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
手
渡
す
と
「
あ
り
が
と
う
」
の

声
が
響
き
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

◇
新
郷
村
長
賞
　
　
　
福
山
泰
誠

◇
県
信
用
理
事
長
賞
　
新
郷
中
学
校

◇
キ
リ
ス
ト
賞
　
　
　
千
葉
香
　

◇
イ
ス
キ
リ
賞
　
　
　
え
び
す
屋
　

◇
マ
リ
ア
賞
　
　
　
　
新
郷
駐
在
所
　

◇
特
別
賞

▽
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
賞 

し
ん
ご
う
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　  

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
も
り
た

▽
ト
ナ
カ
イ
賞
　
県
信
用
戸
来
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
梅
川
た
ば
こ
店

▽
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
賞
　
老
健
し
ん
ご
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

西
分
遣
所

◇
奨
励
賞
　
木
村
屋
　
川
代
地
区
振
興
会

　
　
　
　
　
福
山
食
堂
　
佐
々
木
理
容
所

　
　
　
　
　
高
工
㈱
　
新
郷
家
畜
診
療
所

　
　
　
　
　
畠
山
商
店
　
戸
来
小
学
校

　
　
　
　
　
老
健
小
春
び
よ
り
２
号
館

　
　
　
　
　
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

点
　
灯
　
式

し
ん
ご
う
保
育
園
児
に
よ
る
歌
の
披
露

お
楽
し
み
抽
選
会

－ 2012しんごうホワイトイルミネーション点灯式 －
煌びやかな光のファンタジー

　11月30日、金ケ沢農村公園において「2012しんごうホワイトイルミネーション点灯式」
が行われました。
　須藤村長のあいさつ、来賓からの祝辞に続き、関係者７名としんごう保育園の園児10名
がカウントダウンでスイッチを押すと、ギャラリーから歓声が上がります。
　今年は、ママさんコーラスや保育園児による歌の披露、お楽しみ抽選会等のアトラクショ
ン、出店コーナーなど盛り沢山の内容で、訪れた来場者を楽しませていました。
　およそ20,000個の電球は低消費電力・低発熱性で高い発光効力が特長のＬＥＤ（発光ダイ
オード）を使用。点灯は12月25日まで実施されます。

瞬く光は希望の光　　しんごうX’masフェスタ2012
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手作りカレンダーのプレゼント手作りカレンダーのプレゼント

映像賞受賞　年間50回の放映権獲得映像賞受賞　年間50回の放映権獲得

土砂災害・防災訓練

　
勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
し
た
11

月
22
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園
で
は

郵
便
局
な
ど
村
内
の
事
業
所
10
ヶ

所
を
訪
問
し
、
手
作
り
の
平
成
25

年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　
役
場
に
は
、
さ
く
ら
組
の
園
児

10
名
が
元
気
に
訪
問
。「
い
つ
も

お
仕
事
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
」
と

労
い
の
こ
と
ば
を
か
け
、
写
真
12

枚
が
掲
載
さ
れ
た
７
枚
綴
り
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
は
「
大
事
に
使
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
が

元
気
よ
く
遊
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

目
を
細
め
て
応
え
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
台
風
・
梅
雨
前
線
豪
雨
、

地
震
な
ど
に
よ
り
、
全
国
各
地
で

土
砂
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
と
村
消
防
団
は
12
月
２
日
、

新
郷
村
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
土
砂
災
害
・
防
災
訓
練
を
西

越
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
13
時
10
分
、
防
災
無
線
に
よ
り

避
難
指
示
の
放
送
が
西
越
地
区
へ

流
さ
れ
る
と
、
消
防
団
員
の
誘
導

に
よ
り
次
々
と
住
民
が
集
会
所
へ

と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
集
会
所
内
で
は
村
が
作
成
し
て

い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、

地
域
の
危
険
個
所
や
起
こ
り
得
る

災
害
の
種
類
を
学
び
、
有
事
の
際

ど
こ
に
避
難
す
る
の
が
安
全
な
の

か
を
確
認
。
土
石
流
や
急
傾
斜
地

の
崩
壊
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸

水
な
ど
、
身
近
に
あ
ふ
れ
る
災
害

の
恐
怖
に
驚
き
と
不
安
の
声
が
あ

が
り
ま
す
。

　
続
い
て
、
身
近
に
あ
る
道
具
を

使
っ
て
の
担
架
づ
く
り
や
負
傷
時

の
応
急
処
置
の
仕
方
、
消
火
器
の

扱
い
方
な
ど
を
西
分
遣
所
職
員
の

実
演
を
ま
じ
え
て
講
習
が
行
わ

れ
、
最
後
は
非
常
食
の
シ
チ
ュ
ー

で
凍
え
る
体
を
温
め
、
訓
練
は
終

了
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｂ
Ａ
青
森
朝
日
放
送
が
主
催

す
る
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
テ
ー

マ
に
熱
い
思
い
を
Ｃ
Ｍ
で
表
現
す

る
「
第
12
回
ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が

ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の
審
査
発
表
会

が
12
月
２
日
、
青
森
県
立
保
健
大

学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
28
市
町
村
か
ら
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
、
ふ
る
さ
と
を
想
う
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
30
秒
間
の

Ｃ
Ｍ
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
本
村
の
作
品
は
、
新
郷
村
埋

蔵
金
伝
説
☆
発
掘
探
検
隊
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
さ

れ
、
村
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」
が
題
材
。
宝
を
探

し
て
彷
徨
う
探
検
隊
が
見
つ
け
た

宝
は
、
伝
統
芸
能
「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ

ラ
」
だ
っ
た
と
い
う
も
の
。
伝
統

芸
能
の
保
持
と
継
承
へ
の
熱
い
思

い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
映
像
賞
を
受
賞
。

年
間
50
回
の
放
映
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　
審
査
会
の
模
様
は
２
０
１
３
年

１
月
５
日
、
午
後
２
時
か
ら
青
森

朝
日
放
送
で
放
送
さ
れ
、
各
賞
に

輝
き
放
映
権
を
獲
得
し
た
郷
土
愛

溢
れ
る
Ｃ
Ｍ
は
、
２
月
上
旬
頃
か

ら
放
送
さ
れ
ま
す
。

非
常
食
の
シ
チ
ュ
ー
試
食

消
火
訓
練

応
急
処
置
実
演

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
勉
強
会

土砂災害・防災訓練有事に備えて有事に備えて



４５　広報しんごう　H24・12

手作りカレンダーのプレゼント手作りカレンダーのプレゼント

映像賞受賞　年間50回の放映権獲得映像賞受賞　年間50回の放映権獲得

土砂災害・防災訓練

　
勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
し
た
11

月
22
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園
で
は

郵
便
局
な
ど
村
内
の
事
業
所
10
ヶ

所
を
訪
問
し
、
手
作
り
の
平
成
25

年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　
役
場
に
は
、
さ
く
ら
組
の
園
児

10
名
が
元
気
に
訪
問
。「
い
つ
も

お
仕
事
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
」
と

労
い
の
こ
と
ば
を
か
け
、
写
真
12

枚
が
掲
載
さ
れ
た
７
枚
綴
り
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
は
「
大
事
に
使
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
が

元
気
よ
く
遊
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

目
を
細
め
て
応
え
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
台
風
・
梅
雨
前
線
豪
雨
、

地
震
な
ど
に
よ
り
、
全
国
各
地
で

土
砂
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
と
村
消
防
団
は
12
月
２
日
、

新
郷
村
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
土
砂
災
害
・
防
災
訓
練
を
西

越
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
13
時
10
分
、
防
災
無
線
に
よ
り

避
難
指
示
の
放
送
が
西
越
地
区
へ

流
さ
れ
る
と
、
消
防
団
員
の
誘
導

に
よ
り
次
々
と
住
民
が
集
会
所
へ

と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
集
会
所
内
で
は
村
が
作
成
し
て

い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、

地
域
の
危
険
個
所
や
起
こ
り
得
る

災
害
の
種
類
を
学
び
、
有
事
の
際

ど
こ
に
避
難
す
る
の
が
安
全
な
の

か
を
確
認
。
土
石
流
や
急
傾
斜
地

の
崩
壊
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸

水
な
ど
、
身
近
に
あ
ふ
れ
る
災
害

の
恐
怖
に
驚
き
と
不
安
の
声
が
あ

が
り
ま
す
。

　
続
い
て
、
身
近
に
あ
る
道
具
を

使
っ
て
の
担
架
づ
く
り
や
負
傷
時

の
応
急
処
置
の
仕
方
、
消
火
器
の

扱
い
方
な
ど
を
西
分
遣
所
職
員
の

実
演
を
ま
じ
え
て
講
習
が
行
わ

れ
、
最
後
は
非
常
食
の
シ
チ
ュ
ー

で
凍
え
る
体
を
温
め
、
訓
練
は
終

了
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｂ
Ａ
青
森
朝
日
放
送
が
主
催

す
る
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
テ
ー

マ
に
熱
い
思
い
を
Ｃ
Ｍ
で
表
現
す

る
「
第
12
回
ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が

ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の
審
査
発
表
会

が
12
月
２
日
、
青
森
県
立
保
健
大

学
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
28
市
町
村
か
ら
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
、
ふ
る
さ
と
を
想
う
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
30
秒
間
の

Ｃ
Ｍ
が
次
々
と
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
本
村
の
作
品
は
、
新
郷
村
埋

蔵
金
伝
説
☆
発
掘
探
検
隊
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
さ

れ
、
村
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」
が
題
材
。
宝
を
探

し
て
彷
徨
う
探
検
隊
が
見
つ
け
た

宝
は
、
伝
統
芸
能
「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ

ラ
」
だ
っ
た
と
い
う
も
の
。
伝
統

芸
能
の
保
持
と
継
承
へ
の
熱
い
思

い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
で
す
。

　
審
査
の
結
果
、
映
像
賞
を
受
賞
。

年
間
50
回
の
放
映
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　
審
査
会
の
模
様
は
２
０
１
３
年

１
月
５
日
、
午
後
２
時
か
ら
青
森

朝
日
放
送
で
放
送
さ
れ
、
各
賞
に

輝
き
放
映
権
を
獲
得
し
た
郷
土
愛

溢
れ
る
Ｃ
Ｍ
は
、
２
月
上
旬
頃
か

ら
放
送
さ
れ
ま
す
。

非
常
食
の
シ
チ
ュ
ー
試
食

消
火
訓
練

応
急
処
置
実
演

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
勉
強
会

土砂災害・防災訓練有事に備えて有事に備えて
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－第６回どよう塾（四季彩教室・あいあい学級・せせらぎ学級 共催）－－第６回どよう塾（四季彩教室・あいあい学級・せせらぎ学級 共催）－

　
村
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
（
橋
端
貴
幸

会
長
）
は
11
月
11
日
、

今
年
度
２
回
目
の
子
ど

も
会
再
利
用
資
源
回
収

活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
天
候
も
良
く
活
動
日

和
と
な
っ
た
こ
の
日

は
、
早
朝
６
時
30
分
か

ら
作
業
開
始
。
各
集
落

　
11
月
29
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
平
成
24
年
度
交
通
安
全
祈

願
祭
（
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

主
催
）
が
行
わ
れ
、
須
藤
良
美
村

長
ら
が
交
通
事
故
防
止
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
冬
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
お
け

る
事
故
や
、
積
雪
・
凍
結
路
面
で

の
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
と
交
通

安
全
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
が

目
的
。
お
よ
そ
50
名
の
関
係
機
関

の
代
表
者
ら
は
真
剣
な
面
持
ち
で

神
事
に
臨
み
、
玉
串
を
捧
げ
ま
し

た
。

　
納
税
貯
蓄
組
合
の
育
成
指
導
や

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
協
力
者
な
ど
、

県
税
の
納
税
や
収
納
率
向
上
へ
貢

献
し
た
個
人
や
自
治
体
を
表
彰
す

る
県
税
納
税
表
彰
式
が
、
11
月
14

日
青
森
市
で
行
わ
れ
、
本
村
が
個

人
県
民
税
の
徴
収
対
策
協
力
自
治

体
と
し
て
三
村
申
吾
青
森
県
知
事

よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
本
村
に
お
け
る
個
人
県

民
税
収
納
率
は
97
・
６
％
で
、
県

内
第
２
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
村
で
は
税
の
収
納
率
１

０
０
％
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
主
納
付
と
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
回
収
を
し
た
古
新
聞
や
ダ
ン
ボ

ー
ル
が
美
郷
館
前
に
運
ば
れ
て
き

ま
す
。
大
人
が
ト
ラ
ッ
ク
に
運
ん

で
い
る
横
で
、
子
ど
も
た
ち
も
束

ね
ら
れ
た
新
聞
紙
を
運
ん
だ
り
、

新
聞
と
雑
誌
を
分
別
し
た
り
と
大

活
躍
。
分
別
し
た
資
源
は
、
１
時

間
余
り
で
回
収
業
者
へ
と
引
き
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
収
益
金
は
会
の
活
動
費
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　
11
月
24
日
、
第
６

回
ど
よ
う
塾
は
「
捜

索
・
救
助
犬
と
ふ
れ

あ
お
う
」
を
開
催
。

　
講
師
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
東
北
捜
索
犬

チ
ー
ム
代
表
の
岩
本

さ
ん
と
、
捜
索
・
救

助
犬
の
い
ち
ご
ち
ゃ

ん
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ

ト
リ
バ
ー 

３
歳 

メ

ス
）。

　
セ
ン
タ
ー
和
室
で

東
日
本
大
震
災
で
の

捜
索
・
救
助
活
動
の

様
子
を
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
後
、
外
で

日
々
の
訓
練
を
見
せ

て
い
た
だ
く
こ
と

に
。
障
害
物
に
見
立

て
た
細
い
板
の
上
を
走
っ
た
り
、

う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
を
発
見
し

た
ら
吠
え
る
訓
練
な
ど
を
披
露
。

岩
本
さ
ん
の
指
示
に
忠
実
に
従
い

行
動
す
る
い
ち
ご
ち
ゃ
ん
に
、「
オ

ゥ
ー
」と
感
心
の
声
が
上
が
り
ま
す
。

　
小
雪
舞
う
中
、
災
害
時
等
に
お

け
る
人
命
救
助
や
捜
索
に
活
躍
す

る
犬
の
賢
さ
に
ふ
れ
た
参
加
者
た

ち
。寒
さ
も
忘
れ
、い
ち
ご
ち
ゃ
ん

と
無
邪
気
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
、
第
22
回
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
村
交
通
安

全
対
策
協
議
会
主
催
）
が
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
の
大
切

さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
田
島
國
聖
さ
ん

（
西
越
）
が
「
交
通
事
故
追
放
を

目
的
に
決
意
を
新
た
に
し
ま
す
」

と
高
ら
か
に
交
通
安
全
宣
言
。
お

昼
に
は
交
通
安
全
母
の
会
と
村
連

合
婦
人
会
に
よ
る
手
作
り
の
豚
汁

と
ご
は
ん
が
振
舞
わ
れ
、
和
や
か

に
歓
談
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
て

い
ま
し
た
。　

五
戸
地
区
交
通
安
全

協
会
及
び
戸
来
・
西
越

の
各
支
部
も
大
会
を
後

援
。
競
技
の
合
間
に
参

加
者
の
靴
や
杖
に
反
射

材
を
貼
付
し
、
夕
暮

れ
、
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
団
体
の
部
　

　
優
勝

－

川
代

　
２
位

－

西
越

　
３
位

－

戸
来

　
４
位

－

混
合

◇
個
人
の
部

　
優
勝

－

滝
沢
菊
治

　
２
位

－

村
上
芳
夫

　
３
位

－

福
田
秀
也

　
全
国
町
村
長
大
会
は
11
月
21
日

正
午
か
ら
、
東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
全
国
９
３
１
の
町
村
長

が
集
ま
り
、
来
賓
の
野
田
内
閣
総

理
大
臣
、
平
田
健
二
参
議
院
議
長

等
、
約
１
５
０
０
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　
藤
原
（
長
野
県
川
上
村
長
）
全

国
町
村
会
長
が
、
地
域
社
会
や
国

民
生
活
に
於
け
る
様
々
な
不
安
要

因
を
取
り
除
き
、
安
心
出
来
る
国

民
生
活
を
守
る
た
め
の
政
治
が
期

待
さ
れ
て
い
る
と
し
た
上
で
、「
地

域
の
発
展
の
た
め
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
我
々
町
村
長
は
地
域

特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
施
策
を

展
開
し
、
豊
か
な
住
民
生
活
と
個

性
溢
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く
り
に

邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誇

り
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
町
村
長
相
互
の
連
携

を
一
層
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の

後
議
案
審
議
に
入
り
、

一
、
領
土
・
外
交
問
題
に
毅
然
と

し
た
姿
勢
で
臨
む
こ
と

一
、
地
域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を

ま
ね
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
絶
対

反
対
（
例
外
な
く
関
税
規
制

を
撤
廃
は
地
域
経
済
社
会
を

崩
壊
に
招
く
も
の
）

一
、
自
動
車
取
得
税
等
の
見
直
し

は
町
村
の
代
替
財
源
確
保
が

前
提
（
町
村
に
と
っ
て
貴
重

な
財
源
で
あ
る
）

一
、
真
の
地
方
分
権
改
革
を
強
力

に
推
進

一
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期

復
興
と
全
国
的
な
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化

一
、
地
方
交
付
税
を
復
元
・
増
額

し
、
財
源
調
整
・
保
障
機
能

を
堅
持
（
三
位
一
体
改
革
で

大
幅
に
削
減
さ
れ
た
交
付
税

を
復
元
・
増
額
）

一
、
食
料
・
木
材
自
給
率
の
向
上

に
よ
り
、
農
山
漁
村
の
再

生
・
活
性
化
（
国
民
の
命
を

支
え
る
農
林
水
産
業
と
国

土
、
自
然
環
境
を
守
る
。
伝

統
・
文
化
を
育
む
。
農
村
漁

村
こ
そ
重
要
な
国
益
）

一
、
道
州
制
の
導
入
は
絶
対
反
対

（
巨
大
な
道
州
制
は
住
民
と

の
距
離
が
一
段
と
遠
く
な
る
）

　　
以
上
の
内
容
を
審
議
。
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　
（
新
郷
村
長
　
須
藤
良
美
）

捜索・救助犬とふれあう ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
交
通
安
全

資源を大切に ９
３
１
町
村
長
の
総
意
を
結
集

　
　
全
国
町
村
長
大
会
に
参
加

無
事
故
を
祈
り

　

 

神
前
で
祈
願

個
人
県
民
税

納
税
功
労
で
表
彰
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－第６回どよう塾（四季彩教室・あいあい学級・せせらぎ学級 共催）－－第６回どよう塾（四季彩教室・あいあい学級・せせらぎ学級 共催）－

　
村
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
（
橋
端
貴
幸

会
長
）
は
11
月
11
日
、

今
年
度
２
回
目
の
子
ど

も
会
再
利
用
資
源
回
収

活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
天
候
も
良
く
活
動
日

和
と
な
っ
た
こ
の
日

は
、
早
朝
６
時
30
分
か

ら
作
業
開
始
。
各
集
落

　
11
月
29
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
平
成
24
年
度
交
通
安
全
祈

願
祭
（
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

主
催
）
が
行
わ
れ
、
須
藤
良
美
村

長
ら
が
交
通
事
故
防
止
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
冬
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
お
け

る
事
故
や
、
積
雪
・
凍
結
路
面
で

の
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
と
交
通

安
全
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
が

目
的
。
お
よ
そ
50
名
の
関
係
機
関

の
代
表
者
ら
は
真
剣
な
面
持
ち
で

神
事
に
臨
み
、
玉
串
を
捧
げ
ま
し

た
。

　
納
税
貯
蓄
組
合
の
育
成
指
導
や

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
協
力
者
な
ど
、

県
税
の
納
税
や
収
納
率
向
上
へ
貢

献
し
た
個
人
や
自
治
体
を
表
彰
す

る
県
税
納
税
表
彰
式
が
、
11
月
14

日
青
森
市
で
行
わ
れ
、
本
村
が
個

人
県
民
税
の
徴
収
対
策
協
力
自
治

体
と
し
て
三
村
申
吾
青
森
県
知
事

よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
本
村
に
お
け
る
個
人
県

民
税
収
納
率
は
97
・
６
％
で
、
県

内
第
２
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
村
で
は
税
の
収
納
率
１

０
０
％
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
自
主
納
付
と
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

で
回
収
を
し
た
古
新
聞
や
ダ
ン
ボ

ー
ル
が
美
郷
館
前
に
運
ば
れ
て
き

ま
す
。
大
人
が
ト
ラ
ッ
ク
に
運
ん

で
い
る
横
で
、
子
ど
も
た
ち
も
束

ね
ら
れ
た
新
聞
紙
を
運
ん
だ
り
、

新
聞
と
雑
誌
を
分
別
し
た
り
と
大

活
躍
。
分
別
し
た
資
源
は
、
１
時

間
余
り
で
回
収
業
者
へ
と
引
き
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
収
益
金
は
会
の
活
動
費
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　
11
月
24
日
、
第
６

回
ど
よ
う
塾
は
「
捜

索
・
救
助
犬
と
ふ
れ

あ
お
う
」
を
開
催
。

　
講
師
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
東
北
捜
索
犬

チ
ー
ム
代
表
の
岩
本

さ
ん
と
、
捜
索
・
救

助
犬
の
い
ち
ご
ち
ゃ

ん
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ

ト
リ
バ
ー 

３
歳 

メ

ス
）。

　
セ
ン
タ
ー
和
室
で

東
日
本
大
震
災
で
の

捜
索
・
救
助
活
動
の

様
子
を
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
後
、
外
で

日
々
の
訓
練
を
見
せ

て
い
た
だ
く
こ
と

に
。
障
害
物
に
見
立

て
た
細
い
板
の
上
を
走
っ
た
り
、

う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
を
発
見
し

た
ら
吠
え
る
訓
練
な
ど
を
披
露
。

岩
本
さ
ん
の
指
示
に
忠
実
に
従
い

行
動
す
る
い
ち
ご
ち
ゃ
ん
に
、「
オ

ゥ
ー
」と
感
心
の
声
が
上
が
り
ま
す
。

　
小
雪
舞
う
中
、
災
害
時
等
に
お

け
る
人
命
救
助
や
捜
索
に
活
躍
す

る
犬
の
賢
さ
に
ふ
れ
た
参
加
者
た

ち
。寒
さ
も
忘
れ
、い
ち
ご
ち
ゃ
ん

と
無
邪
気
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
、
第
22
回
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
村
交
通
安

全
対
策
協
議
会
主
催
）
が
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全
の
大
切

さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
田
島
國
聖
さ
ん

（
西
越
）
が
「
交
通
事
故
追
放
を

目
的
に
決
意
を
新
た
に
し
ま
す
」

と
高
ら
か
に
交
通
安
全
宣
言
。
お

昼
に
は
交
通
安
全
母
の
会
と
村
連

合
婦
人
会
に
よ
る
手
作
り
の
豚
汁

と
ご
は
ん
が
振
舞
わ
れ
、
和
や
か

に
歓
談
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
て

い
ま
し
た
。　

五
戸
地
区
交
通
安
全

協
会
及
び
戸
来
・
西
越

の
各
支
部
も
大
会
を
後

援
。
競
技
の
合
間
に
参

加
者
の
靴
や
杖
に
反
射

材
を
貼
付
し
、
夕
暮

れ
、
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
団
体
の
部
　

　
優
勝

－

川
代

　
２
位

－

西
越

　
３
位

－

戸
来

　
４
位

－

混
合

◇
個
人
の
部

　
優
勝

－

滝
沢
菊
治

　
２
位

－

村
上
芳
夫

　
３
位

－

福
田
秀
也

　
全
国
町
村
長
大
会
は
11
月
21
日

正
午
か
ら
、
東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
全
国
９
３
１
の
町
村
長

が
集
ま
り
、
来
賓
の
野
田
内
閣
総

理
大
臣
、
平
田
健
二
参
議
院
議
長

等
、
約
１
５
０
０
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
た
。

　
藤
原
（
長
野
県
川
上
村
長
）
全

国
町
村
会
長
が
、
地
域
社
会
や
国

民
生
活
に
於
け
る
様
々
な
不
安
要

因
を
取
り
除
き
、
安
心
出
来
る
国

民
生
活
を
守
る
た
め
の
政
治
が
期

待
さ
れ
て
い
る
と
し
た
上
で
、「
地

域
の
発
展
の
た
め
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
我
々
町
村
長
は
地
域

特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
施
策
を

展
開
し
、
豊
か
な
住
民
生
活
と
個

性
溢
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く
り
に

邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誇

り
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
町
村
長
相
互
の
連
携

を
一
層
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の

後
議
案
審
議
に
入
り
、

一
、
領
土
・
外
交
問
題
に
毅
然
と

し
た
姿
勢
で
臨
む
こ
と

一
、
地
域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を

ま
ね
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
絶
対

反
対
（
例
外
な
く
関
税
規
制

を
撤
廃
は
地
域
経
済
社
会
を

崩
壊
に
招
く
も
の
）

一
、
自
動
車
取
得
税
等
の
見
直
し

は
町
村
の
代
替
財
源
確
保
が

前
提
（
町
村
に
と
っ
て
貴
重

な
財
源
で
あ
る
）

一
、
真
の
地
方
分
権
改
革
を
強
力

に
推
進

一
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期

復
興
と
全
国
的
な
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化

一
、
地
方
交
付
税
を
復
元
・
増
額

し
、
財
源
調
整
・
保
障
機
能

を
堅
持
（
三
位
一
体
改
革
で

大
幅
に
削
減
さ
れ
た
交
付
税

を
復
元
・
増
額
）

一
、
食
料
・
木
材
自
給
率
の
向
上

に
よ
り
、
農
山
漁
村
の
再

生
・
活
性
化
（
国
民
の
命
を

支
え
る
農
林
水
産
業
と
国

土
、
自
然
環
境
を
守
る
。
伝

統
・
文
化
を
育
む
。
農
村
漁

村
こ
そ
重
要
な
国
益
）

一
、
道
州
制
の
導
入
は
絶
対
反
対

（
巨
大
な
道
州
制
は
住
民
と

の
距
離
が
一
段
と
遠
く
な
る
）

　　
以
上
の
内
容
を
審
議
。
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　
（
新
郷
村
長
　
須
藤
良
美
）

捜索・救助犬とふれあう ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
交
通
安
全

資源を大切に ９
３
１
町
村
長
の
総
意
を
結
集

　
　
全
国
町
村
長
大
会
に
参
加

無
事
故
を
祈
り

　

 

神
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で
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（指導件数）

分 団 地 域 名
１分団
金ケ沢

２分団
西　越

３分団
間明田

４分団
中　崎

５分団
小　坂

６分団
田　中

７分団
扇ノ沢

８分団
川　代

149
46

103
8

78
17

31
6

103
32

41
0

65
26

144
25

144 101 77 30

1

103 41

1 0 0

62 141

5
149

2
103 78 31 103 41 65

3
144

122 97
6

74 21 103 40 64 140
18
140 103

4
78

10
31

0
103

1
41

1
65

4
144

16 1 4 1

0 0 0 0 0 0 0

1

1

0

実施世帯数
不 在 件 数

実 施 件 数

１．設置されている
住 宅 用 火 災 警 報 器

消 火 器

２．未設置
合　　計

１．設置されている
２．未設置

合　　計
ガ ス 器 具 、 Ｌ Ｐ Ｇ の 管 理

合　　計
電 気 関 係

合　　計
石 油 ス ト ー ブ 、 燃 料 管 理

合　　計

２．ガス漏れ警報器未設置
１．ゴムホース損傷

２．配線の老朽化
１．タコ足配線

２．ホームタンクの固定不良
１．周囲の整理整頓

0 0 0 0 0 0 0

714
160

699
（  77）（    4）（  55）（    8）（  63）（  41）（    0）（100）（内、法令に準じた設置世帯） （348）

15
714

661
44
705

22
16 1 0 0 0 0 4 1 22

０

1
0
1

0
0
0

合　計

各 分 団 別 防 火 診 断 状 況

3

 

　
平
成
24
年
11
月
25
日（
日
）及
び

平
成
24
年
12
月
２
日（
日
）の
両
日
、

一
般
家
庭
防
火
診
断
書
に
基
づ
き

　
第
４
回
あ
い
あ
い
学
級
で
は
12

月
２
日
、
川
代
も
の
づ
く
り
学
校

で
講
師
に
山
岸
義
一
さ
ん
を
招
き
、

そ
ば
打
ち
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
親
子
合
わ

せ
て
10
名
。
ひ
と
通
り
、
そ
ば
打

ち
行
程
の
説
明
を
受
け
た
後
は
、

い
よ
い
よ
実
践
。
親
子
で
の
共
同

作
業
開
始
で
す
。
そ
ば
粉
と
つ
な

ぎ
粉
を
混
ぜ
、
そ
こ
へ
ゆ
っ
く
り

と
水
を
回
し
か
け
な
が
ら
混
ぜ
て

村
内
各
家
庭
を
巡
回
し
防
火
診
断

を
実
施
し
た
結
果
、
下
記
の
指
摘

事
項
に
つ
い
て
速
や
か
な
交
換
、

行
き
ま
す
。
そ
ば

粉
は
水
が
染
み
込

み
に
く
い
性
質
な

の
で
、
生
地
が
し

っ
か
り
と
水
分
を

吸
収
す
る
よ
う
、

全
体
に
水
を
回
し

な
が
ら
混
ぜ
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
。
粒

が
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
り
、
表
面
が

滑
ら
か
な
一
つ
の

固
ま
り
に
な
る
よ

う
に
ま
と
め
た

ら
、
次
は
の
し
の

作
業
。
生
地
を
回

し
な
が
ら
手
で
押

し
広
げ
、
の
し
棒

を
使
っ
て
更
に
広

げ
ま
す
。
の
し
た

生
地
を
た
た
み
、
コ
マ
イ
タ
を
使

っ
て
細
く
切
れ
ば
、
そ
ば
打
ち
の

作
業
は
終
了
で
す
。
後
は
茹
で
て

食
べ
る
ば
か
り
。

　
自
分
で
作
っ
た
そ
ば
の
味
は
格

別
の
よ
う
で
、
次
々
と
お
か
わ
り

す
る
子
ど
も
た
ち
。
中
に
は
、
普

段
苦
手
な
薬
味
の
ネ
ギ
も
食
べ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
子
も
。
好
き
嫌

い
も
克
服
で
き
る
ほ
ど
楽
し
い
そ

ば
打
ち
教
室
で
し
た
。

改
修
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
　
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

　
今
回
村
内
を
巡
回
調
査
し
た

結
果
、
７
１
４
件
中
（
不
在
件

数
を
除
く
）
６
９
９
件
で
設
置

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
設
置
率

は
97
・
９
％
と
な
り
、
県
内
で

も
上
位
の
成
績
で
す
。

　
但
し
、
法
令
の
基
づ
く
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
場
所
は
、

寝
室
の
天
井
又
は
壁
の
上
部
で

す
。
ま
た
２
階
に
寝
室
が
あ
る

場
合
は
、
階
段
の
上
部
に
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
設
置
率
は
、

48
・
８
％
と
な
り
ま
す
。
未
設

置
の
家
庭
は
も
と
よ
り
、
設
置

済
み
の
家
庭
に
お
い
て
も
、
火

災
か
ら
大
切
な
家
族
の
命
を
守

る
た
め
、
自
分
自
身
の
命
を
守

る
た
め
、
必
要
な
場
所
へ
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
！

２
　
消
火
器
に
つ
い
て

　
普
及
率
は
横
ば
い
で
す
が
、

設
置
さ
れ
て
い
る
消
火
器
の
う

ち
、
購
入
か
ら
期
間
が
過
ぎ
て

い
る
た
め
、
点
検
を
要
す
る
も

の
が
数
件
見
ら
れ
ま
し
た
。
専

門
の
機
関
（
業
者
）
に
確
認
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

３
　
ガ
ス
器
具
及
び
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
管

理
に
つ
い
て

　
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
損
傷
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
ス
漏
れ

警
報
器
は
、
未
設
置
が
22
件

（
約
３
％
）
み
ら
れ
ま
す
。（
オ

ー
ル
電
化
、
ガ
ス
を
使
用
し
て

い
な
い
所
も
含
ま
れ
ま
す
。）

４
　
電
気
配
線
に
つ
い
て

　
タ
コ
足
配
線
が
１
件
あ
り
ま

し
た
。

５
　
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
燃
料
（
灯

　
　
油
）
の
管
理
に
つ
い
て

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
固
定
不
良

は
無
く
、
周
囲
の
整
理
整
頓
も

良
好
で
し
た
。

　
新
郷
村
議
会
定
例
会
が
11
月
30

日
か
ら
12
月
６
日
ま
で
開
か
れ
、

議
案
23
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
平
成
24
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
，０
２
９
万
１
千
円
を
追

加
し
、
総
額
は
27
億
５
，８
３

８
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
歳
入

・
普
通
交
付
税

　
　
　 

　
３
，４
１
９
万
８
千
円

・
国
庫
支
出
金
（
災
害
復
旧
費
国

　
庫
負
担
金
）

　
　
　
　 

３
，５
３
５
万
１
千
円

◇
歳
出

・
児
童
福
祉
費（
保
育
所
運
営
費
）

　
　
　
　
　
　
６
４
０
万
８
千
円

・
道
路
維
持
費
（
工
事
請
負
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

・
社
会
教
育
費
（
せ
ん
べ
い
焼
き

　
機
購
入
費
）
５
０
０
万
２
千
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
費
（
工
事
請
負
費
）

　
　
　
　
　
　 

５
，３
０
０
万
円

◇
新
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
次
の
方
々
が
議
会

の
同
意
を
得
ら
れ
、
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24
年
12

月
20
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
19

日
ま
で
で
す
。

　
荻
沢
範
雄
氏（
64
歳
　
扇
ノ
沢
）

　
崩
　
光
雄
氏（
74
歳
　
　
崩
　
）

新
郷
村
一
般
家
庭
防
火
診
断
実
施
結
果
概
要
報
告

　
12
月
８
日
、
第
７
回
ど
よ
う
塾

で
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
つ

く
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
五
戸
町
「
菓
子
工
房
三

福
」
の
パ
テ
ィ
シ
エ
、
三
浦
先
生
。

こ
の
日
作
っ
た
ケ
ー
キ
は
「
ブ
ッ

シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
」。
フ
ラ
ン
ス
語

で
ブ
ッ
シ
ュ
と
は
薪
・
丸
太
を
意

味
し
、
ノ
エ
ル
は
ク
リ
ス
マ
ス
と

い
う
意
味
で
す
。

　
作
業
は
想
像
以
上
に
難
し
く
、

時
々
先
生
に
修
復
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
何
と
か
終
了
。

　
ど
う
で
す
か
？
見
事
な
丸
太
の

ケ
ー
キ
の
完
成
で
し
ょ
！
箱
に
詰

め
て
お
家
へ
と
持
ち
帰
っ
た
子
ど

も
た
ち
。
さ
ぞ
か
し
美
味
し
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
♪

第４回あいあい学級　－そば打ち教室－

手
づ
く
り
ケ
ー
キ
で
ク
リ
ス
マ
ス

手
づ
く
り
ケ
ー
キ
で
ク
リ
ス
マ
ス

平
成
24
年
度
第
４
回

　
新
郷
村
議
会
定
例
会

手打ちそばに挑戦！

第４回あいあい学級　－そば打ち教室－



８９　広報しんごう　H24・12

（指導件数）

分 団 地 域 名
１分団
金ケ沢

２分団
西　越

３分団
間明田

４分団
中　崎

５分団
小　坂

６分団
田　中

７分団
扇ノ沢

８分団
川　代

149
46

103
8

78
17

31
6

103
32

41
0

65
26

144
25

144 101 77 30

1

103 41

1 0 0

62 141

5
149

2
103 78 31 103 41 65

3
144

122 97
6

74 21 103 40 64 140
18
140 103

4
78

10
31

0
103

1
41

1
65

4
144

16 1 4 1

0 0 0 0 0 0 0

1

1

0

実施世帯数
不 在 件 数

実 施 件 数

１．設置されている
住 宅 用 火 災 警 報 器

消 火 器

２．未設置
合　　計

１．設置されている
２．未設置

合　　計
ガ ス 器 具 、 Ｌ Ｐ Ｇ の 管 理

合　　計
電 気 関 係

合　　計
石 油 ス ト ー ブ 、 燃 料 管 理

合　　計

２．ガス漏れ警報器未設置
１．ゴムホース損傷

２．配線の老朽化
１．タコ足配線

２．ホームタンクの固定不良
１．周囲の整理整頓

0 0 0 0 0 0 0

714
160

699
（  77）（    4）（  55）（    8）（  63）（  41）（    0）（100）（内、法令に準じた設置世帯） （348）

15
714

661
44
705

22
16 1 0 0 0 0 4 1 22

０

1
0
1

0
0
0

合　計

各 分 団 別 防 火 診 断 状 況

3

 
　
平
成
24
年
11
月
25
日（
日
）及
び

平
成
24
年
12
月
２
日（
日
）の
両
日
、

一
般
家
庭
防
火
診
断
書
に
基
づ
き

　
第
４
回
あ
い
あ
い
学
級
で
は
12

月
２
日
、
川
代
も
の
づ
く
り
学
校

で
講
師
に
山
岸
義
一
さ
ん
を
招
き
、

そ
ば
打
ち
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
参
加
者
は
親
子
合
わ

せ
て
10
名
。
ひ
と
通
り
、
そ
ば
打

ち
行
程
の
説
明
を
受
け
た
後
は
、

い
よ
い
よ
実
践
。
親
子
で
の
共
同

作
業
開
始
で
す
。
そ
ば
粉
と
つ
な

ぎ
粉
を
混
ぜ
、
そ
こ
へ
ゆ
っ
く
り

と
水
を
回
し
か
け
な
が
ら
混
ぜ
て

村
内
各
家
庭
を
巡
回
し
防
火
診
断

を
実
施
し
た
結
果
、
下
記
の
指
摘

事
項
に
つ
い
て
速
や
か
な
交
換
、

行
き
ま
す
。
そ
ば

粉
は
水
が
染
み
込

み
に
く
い
性
質
な

の
で
、
生
地
が
し

っ
か
り
と
水
分
を

吸
収
す
る
よ
う
、

全
体
に
水
を
回
し

な
が
ら
混
ぜ
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
。
粒

が
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
り
、
表
面
が

滑
ら
か
な
一
つ
の

固
ま
り
に
な
る
よ

う
に
ま
と
め
た

ら
、
次
は
の
し
の

作
業
。
生
地
を
回

し
な
が
ら
手
で
押

し
広
げ
、
の
し
棒

を
使
っ
て
更
に
広

げ
ま
す
。
の
し
た

生
地
を
た
た
み
、
コ
マ
イ
タ
を
使

っ
て
細
く
切
れ
ば
、
そ
ば
打
ち
の

作
業
は
終
了
で
す
。
後
は
茹
で
て

食
べ
る
ば
か
り
。

　
自
分
で
作
っ
た
そ
ば
の
味
は
格

別
の
よ
う
で
、
次
々
と
お
か
わ
り

す
る
子
ど
も
た
ち
。
中
に
は
、
普

段
苦
手
な
薬
味
の
ネ
ギ
も
食
べ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
子
も
。
好
き
嫌

い
も
克
服
で
き
る
ほ
ど
楽
し
い
そ

ば
打
ち
教
室
で
し
た
。

改
修
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
　
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

　
今
回
村
内
を
巡
回
調
査
し
た

結
果
、
７
１
４
件
中
（
不
在
件

数
を
除
く
）
６
９
９
件
で
設
置

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
設
置
率

は
97
・
９
％
と
な
り
、
県
内
で

も
上
位
の
成
績
で
す
。

　
但
し
、
法
令
の
基
づ
く
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
場
所
は
、

寝
室
の
天
井
又
は
壁
の
上
部
で

す
。
ま
た
２
階
に
寝
室
が
あ
る

場
合
は
、
階
段
の
上
部
に
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
設
置
率
は
、

48
・
８
％
と
な
り
ま
す
。
未
設

置
の
家
庭
は
も
と
よ
り
、
設
置

済
み
の
家
庭
に
お
い
て
も
、
火

災
か
ら
大
切
な
家
族
の
命
を
守

る
た
め
、
自
分
自
身
の
命
を
守

る
た
め
、
必
要
な
場
所
へ
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
！

２
　
消
火
器
に
つ
い
て

　
普
及
率
は
横
ば
い
で
す
が
、

設
置
さ
れ
て
い
る
消
火
器
の
う

ち
、
購
入
か
ら
期
間
が
過
ぎ
て

い
る
た
め
、
点
検
を
要
す
る
も

の
が
数
件
見
ら
れ
ま
し
た
。
専

門
の
機
関
（
業
者
）
に
確
認
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

３
　
ガ
ス
器
具
及
び
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
管

理
に
つ
い
て

　
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
損
傷
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ
ス
漏
れ

警
報
器
は
、
未
設
置
が
22
件

（
約
３
％
）
み
ら
れ
ま
す
。（
オ

ー
ル
電
化
、
ガ
ス
を
使
用
し
て

い
な
い
所
も
含
ま
れ
ま
す
。）

４
　
電
気
配
線
に
つ
い
て

　
タ
コ
足
配
線
が
１
件
あ
り
ま

し
た
。

５
　
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
燃
料
（
灯

　
　
油
）
の
管
理
に
つ
い
て

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
固
定
不
良

は
無
く
、
周
囲
の
整
理
整
頓
も

良
好
で
し
た
。

　
新
郷
村
議
会
定
例
会
が
11
月
30

日
か
ら
12
月
６
日
ま
で
開
か
れ
、

議
案
23
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
平
成
24
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
９
，０
２
９
万
１
千
円
を
追

加
し
、
総
額
は
27
億
５
，８
３

８
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
歳
入

・
普
通
交
付
税

　
　
　 

　
３
，４
１
９
万
８
千
円

・
国
庫
支
出
金
（
災
害
復
旧
費
国

　
庫
負
担
金
）

　
　
　
　 

３
，５
３
５
万
１
千
円

◇
歳
出

・
児
童
福
祉
費（
保
育
所
運
営
費
）

　
　
　
　
　
　
６
４
０
万
８
千
円

・
道
路
維
持
費
（
工
事
請
負
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

・
社
会
教
育
費
（
せ
ん
べ
い
焼
き

　
機
購
入
費
）
５
０
０
万
２
千
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
費
（
工
事
請
負
費
）

　
　
　
　
　
　 

５
，３
０
０
万
円

◇
新
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
次
の
方
々
が
議
会

の
同
意
を
得
ら
れ
、
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24
年
12

月
20
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
19

日
ま
で
で
す
。

　
荻
沢
範
雄
氏（
64
歳
　
扇
ノ
沢
）

　
崩
　
光
雄
氏（
74
歳
　
　
崩
　
）

新
郷
村
一
般
家
庭
防
火
診
断
実
施
結
果
概
要
報
告

　
12
月
８
日
、
第
７
回
ど
よ
う
塾

で
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
つ

く
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
五
戸
町
「
菓
子
工
房
三

福
」
の
パ
テ
ィ
シ
エ
、
三
浦
先
生
。

こ
の
日
作
っ
た
ケ
ー
キ
は
「
ブ
ッ

シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
」。
フ
ラ
ン
ス
語

で
ブ
ッ
シ
ュ
と
は
薪
・
丸
太
を
意

味
し
、
ノ
エ
ル
は
ク
リ
ス
マ
ス
と

い
う
意
味
で
す
。

　
作
業
は
想
像
以
上
に
難
し
く
、

時
々
先
生
に
修
復
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
何
と
か
終
了
。

　
ど
う
で
す
か
？
見
事
な
丸
太
の

ケ
ー
キ
の
完
成
で
し
ょ
！
箱
に
詰

め
て
お
家
へ
と
持
ち
帰
っ
た
子
ど

も
た
ち
。
さ
ぞ
か
し
美
味
し
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
♪

第４回あいあい学級　－そば打ち教室－

手
づ
く
り
ケ
ー
キ
で
ク
リ
ス
マ
ス

手
づ
く
り
ケ
ー
キ
で
ク
リ
ス
マ
ス

平
成
24
年
度
第
４
回

　
新
郷
村
議
会
定
例
会

手打ちそばに挑戦！

第４回あいあい学級　－そば打ち教室－



三上 丈晴 氏（みかみ たけはる）
1968年青森県生まれ
現在は月刊ムー ５代目編集長

　鹿田仲良ししいたけ会（福山幸子会長）は11月１日～２日の２日間、山形県庄内町にある
「河村式種菌研究所」への視察研修を行いました。
　研究所の齋藤社長は、これまで何度となく新郷村においでになり、しいたけづくりの指導
をして下さった方。参加者を温かく歓迎してくださいました。
　約１時間の講話と工場見学をして視察は終了。今後の更なる高品質なしいたけ栽培に役立
てられることでしょう。

　
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
（
12

月
11
日
〜
20
日
ま
で
の
10
日
間
）

を
前
に
、
五
戸
地
区
交
通
安
全
協

会
青
年
部
は
12
月
７
日
、
五
戸
町

内
の
飲
食
店
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
も
部
員
４
名
が
参
加
。

凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
、
五
戸

と
新
郷
の
２
班
に
分
か
れ
て
町
内

の
飲
食
店
を
巡
回
。
啓
蒙
チ
ラ
シ

や
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
配
り

な
が
ら
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
12
月
７
日
、
金
ヶ
沢
地
区
テ
レ

ビ
協
同
受
信
施
設
組
合
の
佐
々
木

清
佑
組
合
長
と
髙
橋
満
事
務
局
長

が
須
藤
村
長
、
田
島
社
会
福
祉
協

議
会
長
の
も
と
を
訪
れ
、「
福
祉

対
策
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
村

へ
10
万
円
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

13
万
１
千
49
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
地
デ
ジ
化
へ
の
移

行
に
伴
い
、
今
年
６
月
に
解
散
。

そ
れ
ま
で
受
信
料
の
還
付
金
を
積

み
立
て
て
き
た
残
金
を
こ
の
度
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
。

　
受
け
取
っ
た
須
藤
村
長
と
田
島

会
長
は
「
善
意
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
」
と
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
お
年
玉
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
景
品
、

各
種
お
祝
い
事
な
ど
に
「
入
浴
回

数
券
」
は
い
か
が
で
す
か
？

　
た
だ
い
ま
、
新
郷
温
泉
館
で
は

ギ
フ
ト
用
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い

る
３
種
類
の
回
数
券
を
販
売
中
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
１
１
７
０
０
円
（
39
枚
綴
り
）

②
３
９
０
０
円
　
（
11
枚
綴
り
）

③
２
０
０
０
円
　
（
11
枚
綴
り
）

※
③
は
、
村
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
へ
の
販
売
と
な
り
ま
す
）

問 

新
郷
温
泉
館 

℡
78
│

３
０
５
０

　
寒
い
冬
に
、
家
族
や
仲
間
と
温

泉
で
の
ん
び
り
ほ
っ
こ
り
♪

　
た
だ
い
ま
、
新
郷
温
泉
館
で
は

「
火
曜
日
限
定
　
冬
の
日
帰
り
温

泉
プ
ラ
ン
」
を
好
評
発
売
中
で
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
が
午
前
11
時
に
お

迎
え
、
お
帰
り
は
午
後
３
時
に
温

泉
館
を
発
車
致
し
ま
す
。
お
申
し

込
み
は
10
名
〜
28
名
で
、
料
金
は

お
一
人
様
１
５
０
０
円
（
入
浴
券

＋
特
製
お
弁
当
）。
対
象
は
温
泉

館
よ
り
発
着
場
所
ま
で
１
時
間
以

内
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
郷
温
泉
館
で
、
お
気
軽
に
く

つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

新
郷
温
泉
館 

℡
78
│

３
０
５
０

存
会
に
よ
る
「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」

の
舞
で
歓
迎
を
受
け
ま
す
。
お
ぼ

つ
か
な
い
動
き
で
輪
に
入
り
、
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
メ

イ
ン
で
あ
る
「
月
刊
ム
ー
」
の
編

集
長
・
三
上
氏
に
よ
る
講
演
会
。

公
演
は
新
郷
村
に
ち
な
ん
で
、
キ

リ
ス
ト
伝
説
を
中
心
と
し
た
お
話
。

普
段
は
あ
ま
り
聞
く
機
会
の
少
な

い
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
お
話
に
、
公

演
後
は
質
問
の
嵐
と
な
り
ま
し
た
。

　
温
泉
館
に
一
泊
し
た
一
行
は
、

翌
２
日
、
キ
リ
ス
ト
の
子
孫
と
伝

え
ら
れ
る
沢
口
家
の
お
宝
（
石
の

器
や
燈
籠
な
ど
）
を
見
学
。
普
段

は
一
般
公
開
さ
れ
な
い
お
宝
に
参

加
者
の
目
も
輝
き
ま
す
。

　
最
後
は
、
戸
来
三
嶽
神
社
境
内

で
南
部
せ
ん
べ
い
焼
き
体
験
と
神

前
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
、
村
を
後

に
し
ま
し
た
。

　
「
神
秘
の
里

新
郷
村
」
の
フ

ァ
ン
を
獲
得
す

る
た
め
、
新
郷

村
を
は
じ
め
と

す
る
八
戸
広
域

圏
を
３
回
訪
れ

て
も
ら
う
企
画

「
新
郷
ム
ー
ら

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
〜
こ
の
謎

を
解
く
の
は
君

だ
！
〜
」
が
12

月
１
日
開
催
さ

れ
、
ツ
ア
ー
参

加
者
23
名
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
新
郷
温
泉
館

に
到
着
し
た
一

行
。
さ
っ
そ
く

新
郷
村
ナ
ニ
ャ

ド
ヤ
ラ
芸
能
保

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

車
窓
よ
り
流
れ
る
景
色
冬
に
入
り

小
　
坂
　
良
　
子

き
つ
つ
き
の
正
体
を
見
る
栗
林

長
　
峯
　
ユ
　
リ

木
の
葉
散
り
掃
き
し
そ
の
人

さ
く
さ
く
と

福
　
山
　
康
　
子

真
二
つ
に
割
っ
て
白
菜
鍋
と
漬
け

工
　
藤
　
陽
　
一

今
朝
も
又
目
覚
め
て
う
れ
し

浅
き
冬

鹿
　
島
　
と
　
わ

縁
が
わ
で
ひ
孫
と
絵
本
小
春
日
に

髙
　
根
　
リ
　
サ

が
れ
き
積
む
港
も
海
も
小
春
日
和

戸
　
来
　
れ
い
子

冷
凍
庫
満
杯
に
し
て
冬
迎
う

鹿
　
島
　
恵
美
子

つ
か
の
間
の
小
春
日
あ
れ
も

こ
れ
も
し
て

村
　
上
　
て
　
る

小
春
日
や「
暫
く
ぶ
り
」は

車
椅
子

金
　
沢
　
　
　
凡

　鹿田仲良ししいたけ会（福山幸子会長）は11月１日～２日の２日間、山形県庄内町にある
「河村式種菌研究所」への視察研修を行いました。
　研究所の齋藤社長は、これまで何度となく新郷村においでになり、しいたけづくりの指導
をして下さった方。参加者を温かく歓迎してくださいました。
　約１時間の講話と工場見学をして視察は終了。今後の更なる高品質なしいたけ栽培に役立
てられることでしょう。
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癒
し
の
温
泉
へ

冬
の
日
帰
り
温
泉
プ
ラ
ン

入
浴
券
好
評
発
売
中
！

善
意
の
寄
贈

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　を
目
指
し
て

問

問

河村式種菌研究所を視察　～鹿田仲良ししいたけ会～

新郷ムーらミステリーツアー  ～この謎を解くのは君だ！～ 開催



三上 丈晴 氏（みかみ たけはる）
1968年青森県生まれ
現在は月刊ムー ５代目編集長

　鹿田仲良ししいたけ会（福山幸子会長）は11月１日～２日の２日間、山形県庄内町にある
「河村式種菌研究所」への視察研修を行いました。
　研究所の齋藤社長は、これまで何度となく新郷村においでになり、しいたけづくりの指導
をして下さった方。参加者を温かく歓迎してくださいました。
　約１時間の講話と工場見学をして視察は終了。今後の更なる高品質なしいたけ栽培に役立
てられることでしょう。

　
冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動
（
12

月
11
日
〜
20
日
ま
で
の
10
日
間
）

を
前
に
、
五
戸
地
区
交
通
安
全
協

会
青
年
部
は
12
月
７
日
、
五
戸
町

内
の
飲
食
店
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
も
部
員
４
名
が
参
加
。

凍
え
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
、
五
戸

と
新
郷
の
２
班
に
分
か
れ
て
町
内

の
飲
食
店
を
巡
回
。
啓
蒙
チ
ラ
シ

や
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
配
り

な
が
ら
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
12
月
７
日
、
金
ヶ
沢
地
区
テ
レ

ビ
協
同
受
信
施
設
組
合
の
佐
々
木

清
佑
組
合
長
と
髙
橋
満
事
務
局
長

が
須
藤
村
長
、
田
島
社
会
福
祉
協

議
会
長
の
も
と
を
訪
れ
、「
福
祉

対
策
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
村

へ
10
万
円
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

13
万
１
千
49
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、
地
デ
ジ
化
へ
の
移

行
に
伴
い
、
今
年
６
月
に
解
散
。

そ
れ
ま
で
受
信
料
の
還
付
金
を
積

み
立
て
て
き
た
残
金
を
こ
の
度
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
。

　
受
け
取
っ
た
須
藤
村
長
と
田
島

会
長
は
「
善
意
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
」
と
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
お
年
玉
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
景
品
、

各
種
お
祝
い
事
な
ど
に
「
入
浴
回

数
券
」
は
い
か
が
で
す
か
？

　
た
だ
い
ま
、
新
郷
温
泉
館
で
は

ギ
フ
ト
用
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い

る
３
種
類
の
回
数
券
を
販
売
中
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
１
１
７
０
０
円
（
39
枚
綴
り
）

②
３
９
０
０
円
　
（
11
枚
綴
り
）

③
２
０
０
０
円
　
（
11
枚
綴
り
）

※
③
は
、
村
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
へ
の
販
売
と
な
り
ま
す
）

問 

新
郷
温
泉
館 

℡
78
│

３
０
５
０

　
寒
い
冬
に
、
家
族
や
仲
間
と
温

泉
で
の
ん
び
り
ほ
っ
こ
り
♪

　
た
だ
い
ま
、
新
郷
温
泉
館
で
は

「
火
曜
日
限
定
　
冬
の
日
帰
り
温

泉
プ
ラ
ン
」
を
好
評
発
売
中
で
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
が
午
前
11
時
に
お

迎
え
、
お
帰
り
は
午
後
３
時
に
温

泉
館
を
発
車
致
し
ま
す
。
お
申
し

込
み
は
10
名
〜
28
名
で
、
料
金
は

お
一
人
様
１
５
０
０
円
（
入
浴
券

＋
特
製
お
弁
当
）。
対
象
は
温
泉

館
よ
り
発
着
場
所
ま
で
１
時
間
以

内
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
郷
温
泉
館
で
、
お
気
軽
に
く

つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

新
郷
温
泉
館 

℡
78
│

３
０
５
０

存
会
に
よ
る
「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」

の
舞
で
歓
迎
を
受
け
ま
す
。
お
ぼ

つ
か
な
い
動
き
で
輪
に
入
り
、
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
メ

イ
ン
で
あ
る
「
月
刊
ム
ー
」
の
編

集
長
・
三
上
氏
に
よ
る
講
演
会
。

公
演
は
新
郷
村
に
ち
な
ん
で
、
キ

リ
ス
ト
伝
説
を
中
心
と
し
た
お
話
。

普
段
は
あ
ま
り
聞
く
機
会
の
少
な

い
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
お
話
に
、
公

演
後
は
質
問
の
嵐
と
な
り
ま
し
た
。

　
温
泉
館
に
一
泊
し
た
一
行
は
、

翌
２
日
、
キ
リ
ス
ト
の
子
孫
と
伝

え
ら
れ
る
沢
口
家
の
お
宝
（
石
の

器
や
燈
籠
な
ど
）
を
見
学
。
普
段

は
一
般
公
開
さ
れ
な
い
お
宝
に
参

加
者
の
目
も
輝
き
ま
す
。

　
最
後
は
、
戸
来
三
嶽
神
社
境
内

で
南
部
せ
ん
べ
い
焼
き
体
験
と
神

前
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
、
村
を
後

に
し
ま
し
た
。

　
「
神
秘
の
里

新
郷
村
」
の
フ

ァ
ン
を
獲
得
す

る
た
め
、
新
郷

村
を
は
じ
め
と

す
る
八
戸
広
域

圏
を
３
回
訪
れ

て
も
ら
う
企
画

「
新
郷
ム
ー
ら

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
〜
こ
の
謎

を
解
く
の
は
君

だ
！
〜
」
が
12

月
１
日
開
催
さ

れ
、
ツ
ア
ー
参

加
者
23
名
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
新
郷
温
泉
館

に
到
着
し
た
一

行
。
さ
っ
そ
く

新
郷
村
ナ
ニ
ャ

ド
ヤ
ラ
芸
能
保

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

車
窓
よ
り
流
れ
る
景
色
冬
に
入
り

小
　
坂
　
良
　
子

き
つ
つ
き
の
正
体
を
見
る
栗
林

長
　
峯
　
ユ
　
リ

木
の
葉
散
り
掃
き
し
そ
の
人

さ
く
さ
く
と

福
　
山
　
康
　
子

真
二
つ
に
割
っ
て
白
菜
鍋
と
漬
け

工
　
藤
　
陽
　
一

今
朝
も
又
目
覚
め
て
う
れ
し

浅
き
冬

鹿
　
島
　
と
　
わ

縁
が
わ
で
ひ
孫
と
絵
本
小
春
日
に

髙
　
根
　
リ
　
サ

が
れ
き
積
む
港
も
海
も
小
春
日
和

戸
　
来
　
れ
い
子

冷
凍
庫
満
杯
に
し
て
冬
迎
う

鹿
　
島
　
恵
美
子

つ
か
の
間
の
小
春
日
あ
れ
も

こ
れ
も
し
て

村
　
上
　
て
　
る

小
春
日
や「
暫
く
ぶ
り
」は

車
椅
子

金
　
沢
　
　
　
凡

　鹿田仲良ししいたけ会（福山幸子会長）は11月１日～２日の２日間、山形県庄内町にある
「河村式種菌研究所」への視察研修を行いました。
　研究所の齋藤社長は、これまで何度となく新郷村においでになり、しいたけづくりの指導
をして下さった方。参加者を温かく歓迎してくださいました。
　約１時間の講話と工場見学をして視察は終了。今後の更なる高品質なしいたけ栽培に役立
てられることでしょう。
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癒
し
の
温
泉
へ

冬
の
日
帰
り
温
泉
プ
ラ
ン

入
浴
券
好
評
発
売
中
！

善
意
の
寄
贈

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　を
目
指
し
て

問

問

河村式種菌研究所を視察　～鹿田仲良ししいたけ会～

新郷ムーらミステリーツアー  ～この謎を解くのは君だ！～ 開催



1213　広報しんごう　H24・12

募金方法
１．口座振込（振込手数料はお客様負担）
　　岩手銀行　口座：岩手銀行高田支店　普通２０５１８３６
　　　　　　　名義：奇跡の一本松保存募金　代表　陸前高田市長　戸羽太
　　ゆうちょ　口座記号番号：０２２９０－９－１２７０１３
　　　　　　　名義：奇跡の一本松保存募金
２．現金
　　現金書留　現金書留でご郵送ください。
　　　　　　　送り先：〒029－2292　岩手県陸前高田市高田町字鳴石42－5
　　　　　　　　　　　陸前高田市都市計画課  TEL：0192－54－2111（内461）
　　　　　　※送付金額、住所、氏名、電話番号を記載した文書を同封くだ
　　　　　　　さい。後日、受領書を送付致します。
３．クレジットカード決裁
　　Facebookから「がんばっぺし陸前高田」で検索し、奇跡の一本松保存募
　　金のページにて詳細をご確認ください。
　　www.facebook.com/RikuzentakadaCity

　住宅用火災警報器は命を守る大切な機器です。「いざ」というときに、きちん
と働くよう、日頃から作動確認と掃除をしておきましょう。
●「電池切れに注意！」定期的に作動確認をしましょう。
住宅用火災警報器は電池が切れると作動しなくなります。
定期的に点検ボタンを押すなどして作動確認を行いましょう。

●定期的に掃除をしましょう。
住宅用火災警報器はホコリが入ると誤作動を起こす場合があります。
定期的にお掃除を行いましょう。

●火事でもないのに警報音が鳴った時は…
住宅用火災警報器は、タバコの煙、調理時の湯気や煙で警報が鳴ることがあります。
また、電池が切れそうになった際や故障の際に音や光で知らせてくれる機種があります。
警報音が鳴った際、周囲に異常がない場合は『警報音停止ボタンを押す』、『引きひもを
引く』、もしくは『部屋の換気』をする等で警報音を停止し、何が原因で鳴ったのか確か
めましょう。

●本体の寿命、交換時期
住宅用火災警報器本体もセンサー等の寿命により交換が必要です。おおむね10年を目安
に交換してください。
※維持管理については機種ごとに異なりますので、詳しくは取扱説明書を確認してください。

しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（電話７８－２１１９）

　
名
久
井
農
業
高
等
学
校

問 

八
戸
市
農
業
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

 

　
℡
27
│

９
１
６
３

　
青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

で
は
、
平
成
25
年
度
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

◇
願
書
受
付
期
間

　
平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）か
ら

　
平
成
25
年
２
月
14
日（
木
）ま
で

◇
訓
練
科
名
・
募
集
定
員

　
・
製
　
版
　
科
　
　
　
　
15
名

　
・
Ｏ
Ａ
事
務
科
　
　
　
　
15
名

　
・
作
業
実
務
科
　
　
　
　
10
名

◇
応
募
手
続

　
入
校
願
書
等
は
、
各
地
区
の

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
障

害
者
手
帳
・
愛
護
手
帳
ま
た
は

判
定
書
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格

・
体
力
、
精
神
的
に
１
年
間
の
訓

練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職
を
希
望

す
る
方
。

・
障
害
が
安
定
し
、
身
体
の
疾
病

ま
た
は
障
害
が
訓
練
受
講
上
、

支
障
と
な
ら
な
い
方
。

・
職
業
的
自
立
が
見
込
ま
れ
る
方
。

・
集
団
生
活
に
支
障
の
な
い
方
。

・
製
版
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
は
知
的

障
害
者
以
外
の
方
が
対
象
で

す
。
作
業
実
務
科
は
知
的
障
害

者
の
方
が
対
象
で
す
。

◇
試
験
日

　
平
成
25
年
２
月
21
日（
木
）

◇
試
験
方
法

　
職
業
適
性
検
査
・
面
接

◇
試
験
会
場

　
青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

　（
弘
前
市
緑
ヶ
丘
１
│

９
│

１
）

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

　 

℡
０
１
７
２
│

36
│

６
８
８
２

◇
申
請
区
分
及
び
有
効
年
度

①
物
品
の
製
造
請
負
、
売
買
ま
た

は
役
務
提
供
等（
平
成
25
年
度
）

②
建
設
工
事
及
び
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
（
平
成
25
・

26
年
度
）

※

①
は
中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま

す
の
で
、
平
成
24
年
受
付
期
間

に
申
請
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

◇
受
付
期
間

　
平
成
25
年
１
月
15
日（
火
）か
ら

　
平
成
25
年
２
月
15
日（
金
）ま
で

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

◇
提
出
書
類

統
一
様
式
又
は
組
合
指
定
様
式

（
提
出
要
領
及
び
様
式
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

http://www.towada-kouiki.jp/

提
・
問 

十
和
田
地
域
広
域
事
務

　
　
　 

組
合
総
務
課

　
℡
０
１
７
６
│

20
│

８
１
０
０

　
不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
、
増
改
築
し
た
と
き
や
、
土
地

や
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、
交
換
な

ど
で
取
得
し
た
と
き
に
、
取
得
者

に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
は
、
市
町

村
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は

そ
の
価
格
に
、
登
録
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
評
価
し
た
価

格
に
、
税
率
（
住
宅
及
び
土
地
の

場
合
は
３
％
、
住
宅
以
外
の
家
屋

の
場
合
は
４
％
）
を
乗
じ
た
額
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
住
宅
や
住
宅
用
地
を
取

得
し
た
場
合
で
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
、
不
動
産
取
得

税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
不
動
産
に
代
わ
る
不
動

産
を
取
得
し
た
場
合
に
も
、
軽
減

等
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

　
平
成
25
年
度
の
保
育
所
へ
の
新

規
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
住
民
グ
ル
ー
プ
で

２
月
７
日
ま
で
に
申
し
込
み
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
継
続
入
所
に
つ
い
て
は

保
育
園
を
通
じ
て
別
途
通
知
し
ま

す
。

問
・
申 

住
民
グ
ル
ー
プ

　 

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
の
患
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中

毒
は
冬
期
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

「
手
洗
い
」「
調
理
器
具
の
消
毒
」

を
徹
底
し
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
が
あ

っ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

問 

厚
生
グ
ル
ー
プ

　 

℡
61
│

７
５
５
５

　
村
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
困
難
で
優
秀
な
学
生
の
保
護
者

に
対
し
、
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
学
校
や
、
貸
与
さ

れ
る
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
公
、
私
立
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円
以
内

◇
国
立
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円
以
内

◇
公
、
私
立
大
学

　
　
　
　
　
　
月
額
６
万
円
以
内

◇
公
、
私
立
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
月
額
６
万
円
以
内

　
貸
与
金
予
算
の
関
係
上
、
早
め

に
貸
与
希
望
者
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
、
次
の
期
間
に
受
付
け
し

ま
す
。
予
約
申
込
書
は
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で

も
教
育
委
員
会
ま
で
お
越
し
願
い

ま
す
。

　
な
お
、
申
し
込
み
後
に
つ
い
て

は
進
学
す
る
学
校
の
合
格
通
知
書

等
関
係
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　
平
成
25
年
２
月
１
日
か
ら

　
平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で

※

受
付
期
間
終
了
後
の
申
し
込
み

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
・
申 

教
育
委
員
会

　 

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
耐

え
た
高
田
松
原
の
一
本
松
は
、
震

災
直
後
か
ら
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
市
民
の
み
な
ら
ず
、
全
世

界
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　
現
在
こ
の
一
本
松
は
、
大
地
震

に
よ
る
地
盤
沈
下
で
海
水
が
し
み

込
み
塩
分
過
多
の
状
態
と
な
り
、

徐
々
に
衰
弱
が
進
ん
で
枯
死
に
い

た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
後
も
復
興
の
象
徴
と
し
て
後
世

に
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
現
在
の
一

本
松
に
人
工
的
な
処
理
を
加
え
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
多
額
の
資
金
を
要

し
ま
す
が
、
被
災
地
の
課
題
が
山

積
の
今
、
一
本
松
の
保
存
に
多
額

の
予
算
を
投
じ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
「
奇
跡
の
一

本
松
保
存
募
金
」
と
称
し
て
、
全

世
界
へ
募
金
協
力
を
お
願
い
し
、

一
本
松
の
保
存
お
よ
び
周
辺
の
環

境
整
備
に
充
て
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市
長
　
戸
羽
太

◇
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
陸
前
高
田
市
　
都
市
計
画
課

　
岩
手
県
陸
前
高
田
市
高
田
町
字

　
鳴
石
42
│

５

　
℡
０
１
９
２
│

54
│

２
１
１
１

　
八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

八
戸
市
農
業
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

◇
会
場

八
戸
市
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

（
八
戸
市
尻
内
町
毛
合
清
水
29
）

◇
申
し
込
み

　不
要

◇
料
金
　
無
料

◇
月
日 

時
間 

「
演
題
」 

講
師

▽
１
月
21
日（
月
）

・
13
：
00
〜
14
：
30「
農
家
の
た
め
の

農
業
講
座
〜
今
年
の
野
菜
作

り
〜
」
㈱
渡
辺
採
種
場
　
佐
藤

士
郎
氏

・
14
：
45
〜
16
：
15「
記
録
的
残
暑
の

翌
年
　
ど
う
な
る
八
戸
の
天
候
」

㈱
吉
田
産
業
　
海
洋
気
象
事
業

部
所
長 

気
象
予
報
士 

田
嶋
研

逸
氏

▽
１
月
22
日（
火
）

・
13
：
00
〜
14
：
30「
た
い
肥
の
特
性

を
活
か
し
た
土
づ
く
り
と
施
肥

低
減
法
」
明
治
大
学
農
学
部
　

特
任
教
授
　
藤
原
俊
六
郎
氏 

・
14
：
45
〜
16
：
15「
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
の
市
場
動
向
と
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
」
カ
ネ
コ
種
苗
㈱
花
き
育

種
研
究
室
研
究
員 

北
爪
伸
英
氏

▽
１
月
24
日（
木
）

・
13
：
00
〜
14
：
30「
ト
マ
ト
の
品
質

特
性
と
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
」
み

か
ど
協
和
㈱
マ
ー
ケ
ッ
ト
本
部

開
発
部
開
発
担
当 

簡
野
光
記
氏

・
14
：
45
〜
16
：
15「
課
題
研
究
発
表
」

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
青
森
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
県
税
・
市
町
村

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　 

課
税
第
二
課

　 

℡
０
１
７
８
│

27
│

５
１
１
１

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg.
jp/life/tax/top.htm

l

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
│

提
出
先

問Ｈ

申Ｆ

提

問

提

問

問

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
受
付

平
成
25
年
度
訓
練
生
募
集

八
戸
市
農
業
講
座
開
催

奨
学
金
の
お
知
ら
せ

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

保
育
所
入
所
児
童
募
集

問問問

申

問

申
奇
跡
の
一
本
松

　
　保
存
募
金
の
お
願
い

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　
　
　食
中
毒
に
注
意
！



1213　広報しんごう　H24・12

募金方法
１．口座振込（振込手数料はお客様負担）
　　岩手銀行　口座：岩手銀行高田支店　普通２０５１８３６
　　　　　　　名義：奇跡の一本松保存募金　代表　陸前高田市長　戸羽太
　　ゆうちょ　口座記号番号：０２２９０－９－１２７０１３
　　　　　　　名義：奇跡の一本松保存募金
２．現金
　　現金書留　現金書留でご郵送ください。
　　　　　　　送り先：〒029－2292　岩手県陸前高田市高田町字鳴石42－5
　　　　　　　　　　　陸前高田市都市計画課  TEL：0192－54－2111（内461）
　　　　　　※送付金額、住所、氏名、電話番号を記載した文書を同封くだ
　　　　　　　さい。後日、受領書を送付致します。
３．クレジットカード決裁
　　Facebookから「がんばっぺし陸前高田」で検索し、奇跡の一本松保存募
　　金のページにて詳細をご確認ください。
　　www.facebook.com/RikuzentakadaCity

　住宅用火災警報器は命を守る大切な機器です。「いざ」というときに、きちん
と働くよう、日頃から作動確認と掃除をしておきましょう。
●「電池切れに注意！」定期的に作動確認をしましょう。
住宅用火災警報器は電池が切れると作動しなくなります。
定期的に点検ボタンを押すなどして作動確認を行いましょう。

●定期的に掃除をしましょう。
住宅用火災警報器はホコリが入ると誤作動を起こす場合があります。
定期的にお掃除を行いましょう。

●火事でもないのに警報音が鳴った時は…
住宅用火災警報器は、タバコの煙、調理時の湯気や煙で警報が鳴ることがあります。
また、電池が切れそうになった際や故障の際に音や光で知らせてくれる機種があります。
警報音が鳴った際、周囲に異常がない場合は『警報音停止ボタンを押す』、『引きひもを
引く』、もしくは『部屋の換気』をする等で警報音を停止し、何が原因で鳴ったのか確か
めましょう。

●本体の寿命、交換時期
住宅用火災警報器本体もセンサー等の寿命により交換が必要です。おおむね10年を目安
に交換してください。
※維持管理については機種ごとに異なりますので、詳しくは取扱説明書を確認してください。

しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（電話７８－２１１９）

　
名
久
井
農
業
高
等
学
校

問 
八
戸
市
農
業
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

 

　
℡
27
│

９
１
６
３

　
青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

で
は
、
平
成
25
年
度
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。

◇
願
書
受
付
期
間

　
平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）か
ら

　
平
成
25
年
２
月
14
日（
木
）ま
で

◇
訓
練
科
名
・
募
集
定
員

　
・
製
　
版
　
科
　
　
　
　
15
名

　
・
Ｏ
Ａ
事
務
科
　
　
　
　
15
名

　
・
作
業
実
務
科
　
　
　
　
10
名

◇
応
募
手
続

　
入
校
願
書
等
は
、
各
地
区
の

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
障

害
者
手
帳
・
愛
護
手
帳
ま
た
は

判
定
書
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
、

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格

・
体
力
、
精
神
的
に
１
年
間
の
訓

練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職
を
希
望

す
る
方
。

・
障
害
が
安
定
し
、
身
体
の
疾
病

ま
た
は
障
害
が
訓
練
受
講
上
、

支
障
と
な
ら
な
い
方
。

・
職
業
的
自
立
が
見
込
ま
れ
る
方
。

・
集
団
生
活
に
支
障
の
な
い
方
。

・
製
版
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
は
知
的

障
害
者
以
外
の
方
が
対
象
で

す
。
作
業
実
務
科
は
知
的
障
害

者
の
方
が
対
象
で
す
。

◇
試
験
日

　
平
成
25
年
２
月
21
日（
木
）

◇
試
験
方
法

　
職
業
適
性
検
査
・
面
接

◇
試
験
会
場

　
青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

　（
弘
前
市
緑
ヶ
丘
１
│

９
│

１
）

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

　 

℡
０
１
７
２
│

36
│

６
８
８
２

◇
申
請
区
分
及
び
有
効
年
度

①
物
品
の
製
造
請
負
、
売
買
ま
た

は
役
務
提
供
等（
平
成
25
年
度
）

②
建
設
工
事
及
び
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
（
平
成
25
・

26
年
度
）

※

①
は
中
間
年
の
受
付
と
な
り
ま

す
の
で
、
平
成
24
年
受
付
期
間

に
申
請
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

◇
受
付
期
間

　
平
成
25
年
１
月
15
日（
火
）か
ら

　
平
成
25
年
２
月
15
日（
金
）ま
で

　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

◇
提
出
書
類

統
一
様
式
又
は
組
合
指
定
様
式

（
提
出
要
領
及
び
様
式
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

http://www.towada-kouiki.jp/

提
・
問 

十
和
田
地
域
広
域
事
務

　
　
　 

組
合
総
務
課

　
℡
０
１
７
６
│

20
│

８
１
０
０

　
不
動
産
取
得
税
は
、
家
屋
を
新

築
、
増
改
築
し
た
と
き
や
、
土
地

や
家
屋
を
売
買
、
贈
与
、
交
換
な

ど
で
取
得
し
た
と
き
に
、
取
得
者

に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　
納
め
て
い
た
だ
く
額
は
、
市
町

村
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は

そ
の
価
格
に
、
登
録
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
評
価
し
た
価

格
に
、
税
率
（
住
宅
及
び
土
地
の

場
合
は
３
％
、
住
宅
以
外
の
家
屋

の
場
合
は
４
％
）
を
乗
じ
た
額
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
住
宅
や
住
宅
用
地
を
取

得
し
た
場
合
で
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
は
、
不
動
産
取
得

税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
不
動
産
に
代
わ
る
不
動

産
を
取
得
し
た
場
合
に
も
、
軽
減

等
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
受
け
る
た
め

に
は
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

　
平
成
25
年
度
の
保
育
所
へ
の
新

規
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
住
民
グ
ル
ー
プ
で

２
月
７
日
ま
で
に
申
し
込
み
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
継
続
入
所
に
つ
い
て
は

保
育
園
を
通
じ
て
別
途
通
知
し
ま

す
。

問
・
申 

住
民
グ
ル
ー
プ

　 

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
の
患
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中

毒
は
冬
期
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

「
手
洗
い
」「
調
理
器
具
の
消
毒
」

を
徹
底
し
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
が
あ

っ
た
ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

問 

厚
生
グ
ル
ー
プ

　 

℡
61
│

７
５
５
５

　
村
で
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
困
難
で
優
秀
な
学
生
の
保
護
者

に
対
し
、
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
学
校
や
、
貸
与
さ

れ
る
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
公
、
私
立
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円
以
内

◇
国
立
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円
以
内

◇
公
、
私
立
大
学

　
　
　
　
　
　
月
額
６
万
円
以
内

◇
公
、
私
立
短
期
大
学

　
　
　
　
　
　
月
額
６
万
円
以
内

　
貸
与
金
予
算
の
関
係
上
、
早
め

に
貸
与
希
望
者
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
り
、
次
の
期
間
に
受
付
け
し

ま
す
。
予
約
申
込
書
は
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で

も
教
育
委
員
会
ま
で
お
越
し
願
い

ま
す
。

　
な
お
、
申
し
込
み
後
に
つ
い
て

は
進
学
す
る
学
校
の
合
格
通
知
書

等
関
係
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

　
平
成
25
年
２
月
１
日
か
ら

　
平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で

※

受
付
期
間
終
了
後
の
申
し
込
み

　
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
・
申 

教
育
委
員
会

　 

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
に
耐

え
た
高
田
松
原
の
一
本
松
は
、
震

災
直
後
か
ら
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
市
民
の
み
な
ら
ず
、
全
世

界
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

　
現
在
こ
の
一
本
松
は
、
大
地
震

に
よ
る
地
盤
沈
下
で
海
水
が
し
み

込
み
塩
分
過
多
の
状
態
と
な
り
、

徐
々
に
衰
弱
が
進
ん
で
枯
死
に
い

た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
後
も
復
興
の
象
徴
と
し
て
後
世

に
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
現
在
の
一

本
松
に
人
工
的
な
処
理
を
加
え
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
多
額
の
資
金
を
要

し
ま
す
が
、
被
災
地
の
課
題
が
山

積
の
今
、
一
本
松
の
保
存
に
多
額

の
予
算
を
投
じ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
「
奇
跡
の
一

本
松
保
存
募
金
」
と
称
し
て
、
全

世
界
へ
募
金
協
力
を
お
願
い
し
、

一
本
松
の
保
存
お
よ
び
周
辺
の
環

境
整
備
に
充
て
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市
長
　
戸
羽
太

◇
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
陸
前
高
田
市
　
都
市
計
画
課

　
岩
手
県
陸
前
高
田
市
高
田
町
字

　
鳴
石
42
│

５

　
℡
０
１
９
２
│

54
│

２
１
１
１

　
八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

八
戸
市
農
業
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

◇
会
場

八
戸
市
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

（
八
戸
市
尻
内
町
毛
合
清
水
29
）

◇
申
し
込
み

　不
要

◇
料
金
　
無
料

◇
月
日 

時
間 

「
演
題
」 

講
師

▽
１
月
21
日（
月
）

・
13
：
00
〜
14
：
30「
農
家
の
た
め
の

農
業
講
座
〜
今
年
の
野
菜
作

り
〜
」
㈱
渡
辺
採
種
場
　
佐
藤

士
郎
氏

・
14
：
45
〜
16
：
15「
記
録
的
残
暑
の

翌
年
　
ど
う
な
る
八
戸
の
天
候
」

㈱
吉
田
産
業
　
海
洋
気
象
事
業

部
所
長 

気
象
予
報
士 

田
嶋
研

逸
氏

▽
１
月
22
日（
火
）

・
13
：
00
〜
14
：
30「
た
い
肥
の
特
性

を
活
か
し
た
土
づ
く
り
と
施
肥

低
減
法
」
明
治
大
学
農
学
部
　

特
任
教
授
　
藤
原
俊
六
郎
氏 

・
14
：
45
〜
16
：
15「
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
の
市
場
動
向
と
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
」
カ
ネ
コ
種
苗
㈱
花
き
育

種
研
究
室
研
究
員 

北
爪
伸
英
氏

▽
１
月
24
日（
木
）

・
13
：
00
〜
14
：
30「
ト
マ
ト
の
品
質

特
性
と
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
」
み

か
ど
協
和
㈱
マ
ー
ケ
ッ
ト
本
部

開
発
部
開
発
担
当 

簡
野
光
記
氏

・
14
：
45
〜
16
：
15「
課
題
研
究
発
表
」

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
青
森
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
県
税
・
市
町
村

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　 

課
税
第
二
課

　 

℡
０
１
７
８
│

27
│

５
１
１
１

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg.
jp/life/tax/top.htm

l

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
│

提
出
先

問Ｈ

申Ｆ

提

問

提

問

問

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
受
付

平
成
25
年
度
訓
練
生
募
集

八
戸
市
農
業
講
座
開
催

奨
学
金
の
お
知
ら
せ

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

保
育
所
入
所
児
童
募
集

問問問

申

問

申
奇
跡
の
一
本
松

　
　保
存
募
金
の
お
願
い

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　
　
　食
中
毒
に
注
意
！



○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

227

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

パパとママときりゅうとマジェコ。
みんなでサッカーして帰るとこだ
よ。パパが運転して、ママは前を
みて俺はゲームしてるんだよ、車
の中では。すっごく楽しかった。

古川　輝龍くん（さくら組）
ぶどうとキノコとくまとオレ
ンジを描いたよ。みーんな好
きな物なの。その中でも一番
好きなのはぶどう。オレンジ
はすっぱくても食べれるよ。

海野　紅羽さん（さくら組）
きりゅうふるかわ くれ はうみ の

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

14

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

睦 月

12月

福  山　佳  織ちゃん
Ｈ23・６・14生
（地区）戸来
（パパ）重義
（ママ）ジェシカ
パパとママのねがい
パパ　お姉ちゃんと仲良く元気

で、2100年オーバー
ママ　Good Health Long Life

１月
人の動 き

男　1,399人（－５人）
女　1,480人（－７人）
計　2,879人（－12人）
世帯数949世帯（±０世帯）
（平成24年11月30日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

☎
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp

IN
FO
R
M
A
T
IO
N
 S
H
IN
G
O
   N
o.2
0
1

1
2

2012 （
平
成
2
4
年
）

D
EC
EM
B
ER

むらのガイド

平成25年

ガーネット（柘榴石）
̶ 友情・忠実 ̶誕 生 石

むつき
January

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１３年１月
行　　事　　等 備　　　考

山村開発センター２階　相談室

美郷館・新郷診療所

ふく やま か おり

日 曜
●元旦1 火
官庁仕事始め　資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日4 金
消防団出初式6 日
新郷温泉館休館日7 月
行政相談9 水
がん検診・婦人科検診（～11日）　特定健診（～12日）10 木
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日　健診結果説明会11 金
平成25年新郷村新春の集い12 土
●成人の日14 月
３学期始業15 火
特定健診（～19日）17 木
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日18 金 乳児・１歳６ヵ月・２歳児健診
村民憲章推進大会  兼  生涯学習フェスティバル19 土
新郷温泉館休館日21 月
特定健診（～26日）24 木
燃えないごみ収集日　村小中学校スキー大会25 金
新郷温泉館休館日28 月
献血29 火
国民健康保険税普通徴収第４期納期限
介護保険料普通徴収第４期納期限31 木 後期保険料普通徴収第４期納期限
特定健診（～２月２日）

みんなで支える
国民年金

日本年金機構
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この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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